



















































































































































































































調 査 対 象|復興区画整画区域内の専用住宅居住者 |復興区画整理区域内の庖舗等企業経営者




















































































































































































































































































































B復興計画原案作成 F 仮設住宅建設 J立体駐車場竣工
C住民説明会開始 G土地区画整理事業決定 K復興まつり開催
D仮設庖舗用地の選定 H市街地再開発事業申請
A BC 0 E~G H 
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7)公園や広場の整備 +0.898 +0.240 
8)街の火災に対する安全性 +0.972 +0.955 
9)住宅街の歩行者専用道路 +0.626 +0.023 
10)商庖街の歩行者専用道路 +0.487 ・0.309
11)日照や通風などの居住環境 +0.725 +0.481 
12)日用品などの買物の利便性 +0.922 +0.612 
13)高級品などの買物の利便性 +0.821 +0.587 
14)駐車場の整備 一 -0.227 






を酉回ブEこμく 1 0 生手惇司のf隻 1自主晶司F呈に00ずる震用重量
〈専用住宅での生活復旧過程の実態〉
サンプル数 N=164 焼失した 149 90.9 % 
非焼失 14 8.5 % 転入 1 0.6 % 








1. (世帯主)自己所有 70.6 % 79.8 % 72.6 % 
2.家族との共有 11.0 11.0 11.6 
3.家族の所有 9.2 3.7 6.7 
4.親族の所有 3.7 1.2 2.4 
5. (他人から〉借地・借家 1.8 2.4 
6.その他 2.5 2.5 .7 





1.木 造 84.7 % 36.0 % 
2.防火(モルタル〉木造 12.3 54.3 
3.鉄 骨 造 3.7 
4.鉄筋コンクリート造 .6 3.1 





2.庖舗や事務所との併用住宅 12.3 I 5.5 
3.工場や作業所との併用住宅 3.1 1.2 
4.共同住宅〈アパート〉
5.その他 1.8 



















面積規模 大火前 復興後 大火前 復興後 大火前
20坪未満 1.2 % 1.2 % 12.9 % 13.4 % 10.4 % 
20・40 11.7 18.3 50.9 60.4 37.4 
40・60 27.6 26.8 17.8 11.0 22.7 
60・80 21.5 18.9 3.1 1.2 8.6 
80・100 9.8 13.4 2.5 . 3.7 
100-150 15.3 11.6 .6 .6 ¥.8 
150・200 6.1 3.7 1.2 1.2 ¥.8 
200坪以上 4.9 3.1 ¥.2 
不明 ¥.8 3.1 11.0 12.2 12.3 
平均規模 89.4坪 74.7坪 36.2坪 32.5坪 46.3坪
(2)大火(昭和51年10月29日〉の当時、および現在のご家族の徹子はいかがですか.
2・¥.大火の時と現在とでは、世帯主が変わられましたか.

















































家族全員 就業者 家族全員 就業者
1 人 4.9 % 30.1 % 5.5 % 28.1 % 
2 人 10.4 35.6 23.8 35.4 
3 人 19.6 17.2 15.2 13.4 
4 人 20.9 4.9 17.7 1.2 
5 人 21.5 15.9 
6 人 11.7 . 12.8 
7人以上 6.8 5.5 . 
不 明 4.3 12.3 3.4 22.0 




1. 200万円未満 12.3 % 13.4 % 
2. 200・300万円 22.7 21.5 
3. 300・400万円 25.2 16.8 
4. 400・500万円 18.4 19.5 
5. 500・700万円 9.2 14.1 
6. 700・1000万円 6.8 4.0 
7. 1000万円以上 2.5 6.7 
不 明 3.1 4.0 
(3)大火による住宅などの直接的被害は、金額に換算すれば、どのくらいでしたか. (N=149) 
直接被害金額 住宅家屋 家 財 付属家屋 その他 仕事関係 合 計
200万円未満 3.4 % 12.7 % 1l.4 % 4.1 % 4.0 % 3.4 % 
200・300万円 3.4 12.1 7.4 .7 2.7 1.3 
300・500万円 14.1 14.1 2.7 1.3 2.0 5.4 
500・700万円 16.1 17.5 .7 1.3 .7 5.4 
700・1000万円 18.1 8.7 1.3 . 1.3 15.4 
1000・1500万円 18.1 10.1 1.3 .7 . 19.5 
1500・2000万円 4.7 3.4 .7 . . 14.8 
2000万円以上 8.7 7.4 3.4 .7 4.0 24.8 
不明/なし 13.4 14.1 71.1 91.3 85.2 10.1 










1) (避難所(1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.) 日間~91l (ヶ月
2) ( 仮設住宅 イ. 日. 1¥. ニ.*. ヘ.)日間~91\ ( )ヶ月
3) ( 仮居住先 ) 市内〈 町 ) ~91\ (市町 日間~91l ( )ケ月
4) (合計 間~91\ (ケ月
避難所: 1.市民会館 2.0 % 5.酒田商高 4.7% 
の利用 2.市役所 .7 6.第二中 2.0 
3.公民館 1.3 7.1日松鉢荘
4.港南小 8.利用しなかった 89.3 
仮設住宅: イ.中央公民館 1.3 % 本.酒田技専 1.3% 
への入居 日.浜 図 1.3 ヘ.終末処理場 .7 
1¥.若 浜 3.4 ト.入居しなかった 90.6 
こ.藤井康夫氏宅地 1.3 
仮居住先: A.親の家 9.4 % f.市営住宅 1.3 % 
の極類 B.兄弟の家 15.4 G.借家 29.5 
c.親戚宅 13.4 H.その他 20.8 
o.知人宅 4.7 ¥.不明 15.4 
E.県営住宅
家族の 避難場所 仮設住宅 仮居住先)1 帯自宅再建までの世4
仮居住等の期間 別居期間 生活期間 居住期間 居住期間 毎の全仮居住期間
O 日 58.4 % 89.3 % 89.9 % % % 
1 - 3日 2.7 7.4 2.0 2.0 
4 - 6日 2.7 .1 .1 2.7 2.7 
1 - 2週間 2.0 .7 8.1 2.0 
2週間-1ヶ月 4.7 1.3 3.4 .7 
1 - 3ヶ月 6.7 .7 4.0 4.0 
3 - 6ヶ月 2.0 .1 4.0 4.7 
6ヶ月-1年 2.0 1.3 8.7 9.4 
1 -1.5年 7.4 2.0 34.9 36.9 
1.5 - 2年 旬 1.3 16.1 16.8 
2 -2.5年 3.4 4.0 
2.5 - 3年 2.7 2.7 
3 -3.5年 .7 
3.5 - 4年 .7 
4年以上
不 明 11.4 2.0 2.0 15.4 13.4 






生活復旧時期 現金の引き出し 最初の買物 自分での食事 生活の落ち着き
1 - 3日後 20.8 % 60.4 % 51.7 % 18.1 % 
4 -6日後 13.4 17 .5 16.1 20.1 
1-2週間後 12.1 8.1 8.1 9.4 
2遊間-1ヶ月後 16.1 4.7 12.1 19.5 
1-3ヶ月後 2.7 3.4 12.8 
3-6ヶ月後 2.7 2.7 
6ヶ月-1年後 4.0 .7 3.4 
1 -1.5年後 .7 2.0 
1.5 - 2年後 3.4 
2年後以上
不 明 27.5 9.4 8.1 8.7 
応急食糧等の種頬 該当者〈比) 平均回数 2回以内 3・6回 7・21回 22回以上 無(不明
)市や農協などの炊出し 10人(6.7) 1.4回 6.0 % .7 93.3 
〉県や市からの救援物資 16 (10.7) 5.2 4.0 % 3.4 3.4 89.3 
)自宅から持ち出した食糧 3 ( 2.0) 1.7 1.3 % .7 - 98.0 
}イ:;7.9ント食品やバンを購入 12 ( 8.!) 4.6 3.4 % 2.0 2.7 92.0 
〉飲食庖に出かけて食べた 9 ( 6.0) 7.7 1.3 % 3.4 .7 .7 94.0 
)親戚や知人からの差入れ 36 (24.2) 6.2 8.1 % 10.1 5.4 .7 75.8 
〉親戚や知人の家で食事を 97 (65. !) 35.8 9.4 % 15.4 21.5 22.8 34.9 
)その他 8 ( 5.4) 213.0 .7 % 2.0 1.3 1.3 94.6 
合計(1)-8)の合計〉 123 (82.6) 45.7 10.7 % 18.8 29.5 24.2 (!7 .5) 











もらった 最初の買物 もらった 緩初の質物
16.米・味噌・醤油 88.1 % 52.8 % 衣 5.下着などの衣料 69.2 % 56.3 % 
食 12.野菜や果物 69.2 62.0 17.上着などの衣料 7.7 4.2 
7.缶詰など副食品 51.0 28.9 料 17.寝具・暖房具 34.3 10.6 
飲 8.パンや即席食品 31.5 31.7 
9.魚や肉類 28.7 56.3 生 17.生活用雑貨 9.1 211.6 
料 1.ジュー ス類 21.7 11.3 活 17.家具類 14.0 7.0 
15.牛乳 12.6 28.2 道 14.洗濯用洗剤 32.2 39.4 
品 10.酒類 34.3 16.2 異 6.iY-リバケツなど 28.0 33.1 
17.その他の食品 2.8 5.6 
電 11.テレビ 10.5 19.0 
炊 4.プロパンガス 3.5 23.2 器 3.電池や懐中電灯 8.4 21.1 
13.卓上ガステーブル 7.0 16.9 
事 17.食器・炊事用品 23.1 31.4 17.見舞金 10.5 





























自宅再建の時期 自宅の再建開始 自宅の再建完了 収入の回復
元のまま不変 % % 
1 - 3ヶ月 .7 .7 
3 - 6ヶ月 3.4 .7 
6ヶ月-1年 32.2 4.7 
1 -1.5年 43.6 43.6 
1.5 - 2年 11.4 34.2 
2 -2.5年 9.4 
2.5 - 3年 1.3 .7 
3 -3.5年 - 1.3 
3.5 - 4年 1.3 
4年以上 ' 
今も庚つてない . 





200万円未満 -% 34.2 % 
200・300万円 14.8 
300・500万円 1.3 18.8 
500・700万円 2.1 12.1 
700・1000万円 12.8 1.3 
1000・1500万円 40.9 3.4 
1500-2000万円 19.5 1.3 
2000万円以上 18.8 2.0 
不 明 4.7 12.1 



























200万円 200- 300- 500- 700- 1000- 1500- 2000万 なし 平均
再建資金 未満 300 500 700 1000 1500 2000 円以上 〈不明〉 〈万円)
己資金として 12.8 % 15.4 20.8 12.8 7.4 6.7 .7 4.0 19.5 607 
災保険の払戻金 8.1 % 4.0 13.4 7.4 2.7 6.7 .7 .7 56.4 509 
宅金融公庫から .7 % 1.3 11.4 65.8 2.0 2.7 1.3 14.8 581 
県の貸付金 2.7 % 4.0 4.0 3.4 . 85.9 321 
威からの借金等 2.7 % 1.3 6.0 .7 . . . 89.3 261 
め先から借入金 3.4 % 5.4 5.4 9.4 .7 2.0 . .7 73.2 488 
金や銀行で借入 4.7 % 5.4 5.4 5.4 1.3 3.4 1.3 1.3 71.8 634 
の 他 8.7 % 4.0 2.0 3.4 2.7 1.3 .7 .7 76.5 442 













































失業休業せず 80.5 % 80.5 % 
3 日以内 4.0 
4 - 6日 .7 1.4 
1 -2遊間 .7 3.4 
2週間-1ヶ月 .7 2.0 
1 - 3ヶ月 .7 2.0 
3 -6ヶ月 . 1.3 
6ヶ月-1年 . .7 
1 -3.5年 . . 
3.5 - 4年 .7 
4年以上 .7 .7 




3.わずかに減少 5.4 % 1.変化なし 61.1 % 
4.やや減少 7.4 2.以前より士宮えた 4.7 






1.変化なし 81.2 % 63.1 % 
2.以前より緊密になった 7.4 7.4 
3.以前より疎遠になった 10.1 23.5 
4.そ の 他 .7 
























下記の項目についてのご意見をお聞かせください.各項目の1-5にO印をつけて下さい. (N= 164) 
〈復興市街地の評価〉 非常に まあ やや 非常に わから 無答 評点・ 1
(%) 満足 満足 不満 不満 ない
1)区画整理の事業時間の長さ 5.5 42.9 18.4 19.0 5.5 8.6 -0.029 
2)敷地の減歩の程度 4.3 16.6 35.0 38.0 .7 5.5 -0.915 
3)住宅再建資金の援助 4.7 39.6 23.5 16.8 4.7 10.7 -0.086 
4)焼失地の居住世帯数の減少 3.1 22.7 21.5 19.6 20.3 12.9 -0.476 
5)住宅街の自動車通行の便 9.8 41.5 20.7 22.0 .6 5.5 -0.038 
6)商庖街の自動車通行の便 4.9 20.7 23.8 39.6 .6 10.4 -0.815 
7)公園や広場の整備 28.7 50.6 7.3 7.9 1.8 3.7 +0.898 
8)街の火災に対する安全性 14.0 65.9 5.5 1.8 7.9 4.9 +0.972 
9)住宅街の歩行者専用道路 20.1 47.6 15.2 7.9 3.7 5.5 +0.626 
10)商庖衝の歩行者専用道路 22.0 40.9 17.1 11.6 1.8 6.7 +0.487 
11)日照や通風などの居住環境 22.6 50.0 12.2 7.9 .6 6.7 +0.725 
12)日用品などの買物の利便性 24.4 56.1 8.5 4.9 . 6.1 +0.922 
13)高級品などの買物の利便性 15.2 54.3 10.4 3.1 6.7 10.4 +0.821 
14)復貸した町の総合的な住みやすさ 10.4 56.1 20.7 5.5 1.8 5.5 +0.488 





を酉日ヨブ<;:μく 1 0 生手符男 <D 1;隻 1自主邑~皇乙乙開明すーる重用歪皇E
〈事業所や庖舗等併用住宅での経営と生活の復旧過程の実態〉
ザンプル N=153 焼失した 129 84.3 % 
非焼失 15 9.8 % 転入 9 5.9 % 







土地 建物 土地 建物
1. (企業主)自己所有 68.8 % 74.3 % 62.1 % 60.1 % 
2.家族との共有 7.6 6.3 9.2 11.8 
3.家篠の所有 7.6 3.5 7.2 3.3 
4.親族の所有 1.4 1.3 1.3 
5. (他人から〉借地・借家 6.9 6.9 6.5 5.9 
6.法人(会社〉所有 4.9 9.2 
7.そ の 他 2.8 . 3.9 .7 




1.木 造 74.3 % 10.5 % 
2.防火〈モルタル)木造 1 ¥.1 17.7 
3.鉄 骨 造 10.4 39.9 
4.鉄筋コンクリ}ト造 1.4 24.8 
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1 -7.大火以前に、 6-6.現在、 1苫舗や住居としてあなたが使っている部分の面積はどれくらいですか.
敷地規模 大火以前の建物規模 復興後の建物規模
面積規模 大火前 復興後 庖舗や事務所 自己住居 庖舗や事務所 自己住居
20坪未満 6.9 % 6.5 % 47.2 % 11.1 % 29.4 % 5.2 % 
20・40鍔 21.5 22.2 25.0 30.6 33.3 32.0 
40・60坪 17.4 27.5 9.0 23.6 9.8 22.2 
60・80鐸 17.4 12.4 2.1 6.3 5.2 7.2 
80・100坪 9.0 10.5 4.2 2.8 5.2 1.3 
100-150坪 13.9 7.8 6.9 1.4 5.2 .7 
150・200坪 4.9 5.2 2.1 1.3 
200・300坪 4.2 - 1.4 . .7 
300-500坪 . .7 1.3 . 
500持以上 ¥.4 ¥.4 . 
不 明 3.5 5.9 2.1 2.1 8.5 4.0 
該当なし 22.2 . 27.4 
平均規模 82.8 t平 7¥.0坪 36.8 t平 38.0坪 42.5坪 38.5坪
(2)大火(昭和51年10月29日〉当時、および現在の仕事の縫子はいかがでしたか.
2ぺ.大火の時と現在とでは、企業主の方は変わられましたか.




業種 大火前 復興後 業種 大火前 復興後
¥.建設業 3.5 % 3.3 % 2.食品製造業 2.8 % 2.6 % 
3.出版印刷業 .7 .7 4.その他製造業 2.8 3.3 
5.卸売業 4.2 3.3 6.衣料品小売業 16.7 13.7 
7.食料品小売業 9.0 9.2 8.その他小売業 23.6 20.3 
9.喫茶等飲食業 .7 2.7 10.食堂等飲食業 8.3 8.5 
1.金融保険業 困・ 12.不動産業 1.4 5.2 
13.旅客運送業 .7 .7 14.サ}ピス業 1¥.8 12.4 
15.医療薬 4.2 3.9 16.その他 2.1 4.6 






















全従業員 うち雇用者 全従業員 うち雇用者
O 人 % 36.8 % % 39.2 % 
1-2人 29.9 27.8 31.1 27.5 
3-4人 29.2 11.1 30.1 8.5 
5-9人 22.2 7.6 19.6 7.8 
10-19人 5.6 5.6 3.3 2.6 
20-39人 1.9 2.8 2.6 1.3 
10人以上 2.1 2.1 1.3 1.3 
不 明 6.3 6.3 11.8 1.8 
平均人員 6.3人 1.8人 5.5人 1.1人
2・5.その当時の、 6-9.昨年度〈昭和60年度〉の年開発上は、どれくらいでしたか.
年間売り上げ 大火前 現在(復興9年目〉
1. 500万円未満 18.1 % 23.5 % 
2. 500・1000万円 17.1 12.1 
3. 1000圃2000万円 11.8 10.5 
1. 2000・3000万円 8.3 10.5 
5. 3000・5000万円 14.6 9.8 
6. 5000万・ 1億円 11.1 13.7 
7. 1・2億円 4.9 4.6 
8. 2 ・3億円 2.1 1.3 
9. 3 ・4億円 4.2 2.0 
10. 5億円以上 1.4 1.4 
11.不 明 6.3 11.1 
5 -15.現在のご家族全体での世帯年収は、どれくらいですか.
1. 200万円未満 6.5 % 5. 500・700万円 15.0 % 
2. 200・300万円 22.4 6. 700・1000万円 6.5 
3. 300・10万円 18.7 7.1000万円以上 4.7 
1. 10・500万円 17.8 8.不 明 8.1 
5・11.他にお勤めの家族の方で、大火が原因で職業に変化がありましたか. (N=107) 
1.変化なし 611.5 % 4.転職〈転業)した 3.7 % 
2.失業した .9 5.その他 .9 
3.休職〈休業〉した 2.8 6.不明 27.1 
145 
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200万円 200- 300- 500- 700- 1000- 1500- 2000万 不明 平均
直按被害金額 未満 300 500 700 1000 1500 2000 円以上 〈無答) 〈万円〉
舗等家屋の損害 7.8 % 6.2 7.0 8.5 7.0 10.9 6.2 18.6 27.9 1，347 
品の損害 23.3 % 3.9 5.4 9.3 4.7 6.2 .8 13.2 33.3 1，030 
業用備品や設備 31.0 % 10.1 5.4 8.5 3.9 4.7 .8 7.8 27.9 585 
の他業務関係 14.7 % 3.9 4.7 3.1 ， 4.7 1.6 3.1 64.3 718 
住宅や家財など 5.4 % 7.8 6.2 13.2 6.2 8.5 5.4 7.0 40.3 1，016 






69.9 % (N=107) 
26.1 (N= 40) 










回答例(避難所( 1. 2. ③ 4. 5. 6. 7.) ( 7 )日間191(ケ月
回答例 c 市内( 中 町 3)マ91(市町 日間マ91(8.5 )ケ月





















































家族の 避難場所での 仮設住宅での 仮居住先での 自宅に庚~までの
仮居住等の期間 別居期間 生活期間 居住期間 居住期間 仮居住期間〈合計〉
O 日 63.6 % 89.7 % 87.9 % % % 
1 - 3臼 .9 3.7 ' 1.9 2.8 
4， - 6日 1.9 .9 . .9 .9 
1 - 2週間 .9 .9 . .9 . 
2週間-1ヶ月 7.5 1.9 . 7.5 5.6 
1 - 3ヶ月 4.7 .9 5.6 6.5 
3 -6ヶ月 .9 .9 2.8 2.8 
6ヶ月-1年 2.8 . .9 4.7 5.6 
1 -1.5年 2.8 . 3.7 16.8 15.0 
1.5 - 2年 3.7 .9 15.0 19.6 
2 -2.5年 1.9 5.6 6.5 
2.5 - 3年 - . .9 
3 -3.5年 . . . .9 .9 
3.5 - 4，年 - . . 
4年以上 . ' 2.8 2.8 
不 明 8.4 .9 4.7 34.6 29.9 





大火(10月29日〉から約( )日後 (N=107) 
生活復旧時期 現金の引き出し 最初の買物 自分での炊事 生活の落ち着き
1 - 3日 19.6 % 44.9 % 33.6 % 25.2 % 
4， - 6日 14.0 17 .8 12.2 15.9 
1 - 2週間 19.6 9.4 11.2 9.4 
2週間-1ヶ月 15.0 6.5 20.6 21.5 
1 - 3ヶ月 3.7 4.7 7.5 8.4 
3 -6ヶ月 1.9 .9 2.8 
6ヶ月-1年 .9 .9 2.8 
1 - 2年 - 2.8 
不 明 25.2 16.8 13.1 12.2 
応急食糧等の種類 該当者〈比〉 平均回数 2回以内 3・6回 7・21回 22回以上 無(不明)
)市や農協などの炊出し 7人(6.7) 6.4回 4.7 % 1.9 . .9 92.5 
)県や市からの救援物資 13 (12.1) 14.2回 3.7 % 4.7 2.8 1.9 86.9 
)自宅から持ち出した食糧 5 ( 4.7) 5.4回 2.8 % .9 1.9 . 94.4 
〉イン7.9:;ト食品やパンを購入 1 (10.3) 9.2回 3.7 % 4.7 .9 1.9 88.8 
〉飲食庖に出かげで食べた 12 (11.2) 12.5回 2.8 % 1.9 4.7 2.8 87.9 
〉親戚や知人からの差入れ 31 (29.0) 10.1回 6.5 % 13.1 6.5 2.8 71.0 
〉親戚や知人の家で食事を 69 (64.5) 59.9回 3.7 % 12.2 17.8 30.8 35.5 
〉その他 ( .9) 120.0回 % . .9 99.1 














庖舗や事業所 (N=129) 自己住宅 (N=107)
自宅等再建の時期
再建開始 再建完了 再建開始 再建完了
3ヶ月以内 3.9 % % .9 % .9 % 
3 . 6ヶ月 3.9 .8 1.9 . 
6ヶ月-1年 10.9 3.1 21.5 7.5 
1 . 1.5年 27.9 17.8 32.7 20.6 
1.5 - 2年 27.9 20.2 20.6 23.4 
2 . 2.5年 3.9 32.6 4.7 29.0 
2.5"" 3年 3.1 3.1 2.8 1.9 
3 . 3.5年 4.7 . 3.7 
3.5"" 4，年 .9 
4年以上 .8 .9 
再建せず 6.2 6.2 . . 
不 明 11.6 1.6 14.0 12.2 




16.米・味噌・醤油 79.4 % 35.5 % 衣 5.下着などの衣料 68.2 % 
食 12.野菜や果物 66.4 31.8 17.上着などの衣料 3.7 
7.缶詰など副食品 50.5 17.8 料 17.寝具・暖房具 30.9 
欽 8.バンや即席食品 29.0 29.0 
9.魚や肉類 29.0 34.6 生 17.生活用線貨 4.7 
料 1.ジュース類 21.5 6.5 活 17.家具煩 10.3 
15.牛乳 7.5 15.0 道 14.洗濯用洗剤 28.0 
品 10.酒類 43.0 12.1 具 6.ポリバケツなど 19.6 
17.その他の食品 1.9 2.8 
竃 1.テレビ 7.5 
炊 4.プロバンガス 1.9 15.9 器 3.電池や懐中電灯 8.4 
13.卓上ガステーブル 3.7 10.3 
事 17.食器・炊事用品 15.9 12.1 17.見舞金 10.3 












もらったもの;N=107、総計561.7% (601回答〉、 最初に買ったもの;N= 107、総計365.4%(391回答〉
5・9.救援物資やもらったもので、最も有難かった物は何でしたか.3つまでご記入下さい.
食事ヰ品 58.9 % 灯 油 9.3 % 
衣料品 54.2 暖房具 6.5 
見舞金 51.4 食器類 6.5 
寝具類 44.9 家具類 4.7 
日用維貨 14.0 テレビ等 3.7 




たか.仮営業先の穫類、その所在地及びそこでの営業期間をお答えください. (N= 129 :重複回答〉
仮営業先 その所在地 営業期間
回答例〈親戚) (功内市内(中 町 3丁目) (1 8 )日間~~n ( )ケ月





仮営業 親戚 10 ( 7.8 %) 仮脂綿 88 (68.2 %) 
(N=129) 知人 2 ( 1.6 %) 不明 50 (38.8 %) 
仮庖舗 1.柳小路 30.7 % 5.緑町酒田技専跡地 1.1 % 
(N=88) 2.浜 町 19.3 6.緑町給食センター跡地 3.4 
3.本庁市役所前 5.7 7.中町一丁目寺町通り 10.2 
4.中央公民館敷地 1.1 8.不 明 28.4 
仮営業等の期間 休業期間 現金の準備 全仮営業期間 仕事の落ち着き
3 日以内 7.8 % 9.3 % % % 
4 -6 日 6.2 8.5 .8 
1 - 2週間 7.8 5.4 . 2.3 
2週間-1申月 26.4 21.7 - 10.1 
1 - 3ヶ月 27.9 10.1 3.1 20.2 
3 -6ヶ月 5.4 10.9 2.3 7.0 
6ヶ月-1年 1.6 6. 2 8.5 4.7 
1 -1.5年 1.6 3.9 12.4 9.3 
1.5 - 2年 . 3.1 24.8 7.8 
2 -2.5年 1.6 1.6 8.5 15.5 
2.5 - 3年 2.3 .8 
3 -3.5年 .8 .8 2.3 1.6 
3.5 - 4年 . 2.3 . 
4年以上 2.3 3.9 
不 明 13.2 18.6 31.0 16.3 
平均期間 74.7日 135.1日 650.0日 464.0日
(7)お庖や事業所およびご自宅の再建に要した費用や資金についてうかがいます.
7・1.大火のとき、火災保険を揚けてありましたか. (N= 107) 
大火当時の火災保険 かけていた かけてなかった 不明
1)庖舗や事業所の家屋 41.7 % 43.8 14.6 
2)商品や倫品について 22.9 % 50.7 26.4 
3)住宅について 27.8 % 39.6 32.7 
4)家財道具等について 8.3 % 54.9 36.8 
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(N=129) 
庖や事業所の 庖の設備や 商品等の 自宅の建築工事費 復旧費
再建費用 建築工事費 備品の購入賞 仕入れ費用 や家財勝入賞 合 計
200万円未満 4.7 % 18.6 % 22.5 % 8.5 % 1.5 % 
200・300万円 .8 7.8 4.7 .8 
300・500万円 8.5 14.0 7.0 3.9 1.6 
500・700万円 4.7 14.7 11.6 4.7 
700・1000万円 9.3 7.0 2.3 3.9 2.3 
1000-1500万円 8.5 6.2 5.4 20.2 3.9 
1500-2000万円 9.3 2.3 11.6 13.2 
2000万円以上 39.5 7.0 9.3 14.0 71.3 
不 明 14.7 22.5 37.2 32.6 6.2 
平均金額 1952.1万円 997.7万円 746.7万円 1782.6万円 5051.8万円
7 -2.庖や事業所およびご自宅の再建や備品の購入などに要した費用はどのくらいでしたか.
200万円 200- 300・ 500- 700・ 1000・ 1500・ 2000万 なし 平均
再建資金 未満 300 500 700 1000 1500 2000 円以上 (不明〉 〈万円〉
己資金として 8.5 % 6.2 12.4 21.7 8.5 5.4 3.1 7.8 26.4 1161.4 
災保険の払戻金 8.5 % 3.1 6.2 10.1 3.1 8.5 3.1 6.2 51.2 1015.2 
宅金融公庫から 3.9 % 6.2 52.7 3.1 1.6 - 3.9 28.7 758.5 
県の貸付金 3.1 % 5.4 8.5 7.8 7.0 7.8 5.4 7.8 47.3 1474.0 
威からの借金等 3.9 % 3.1 3.1 5.4 .8 .8 .8 .8 81.4 502.2 
金や銀行で借入 1.6 % 1.6 12.4 13.2 6.2 7.8 2.3 22.5 32.6 2642.0 
引先からの借入 3.9 % - 1.6 3.1 2.3 .8 - 88.4 465.7 
の他で 4.7 % 3.1 8.5 .8 1.6 3.1 - 78.3 434.8 














































不変・堵加 19.4 % 
1年以内 3.1 
1 -2年 3.1
2 - 3年 6.3
3 - 5年 3.1







1.以前より増えた 2.8 % 5.6 % 
2.以前と変わらない 6.3 13.2 
3.やや減った 19.1 25.7 
1.かなり減った 25.7 26.11 
5.非常に減った 36.8 18.8 
不 明 9.0 10.1 
8・2.大火以前に較べて、商1苫衝での近所付き合いに変化はありましたか.





(9)大火の被災体験を教訓として、現在、火災に備えて何か工夫をなさってますか. (N= 111) 

















〈復興市街地の評価〉 非常に まあ やや 非常に わから 無答 評点・1
(%) 満足 満足 不満 不満 ない
1)区画整理の事業時間の長さ 5.6 33.3 25.7 16.0 6.9 12.5 -0.164 
2)敷地の減歩の程度 1.4 1.8 31.9 46.5 4.9 3.5 -1.204 
3)庖舗等再建資金の援助 3.9 33.3 19.4 26.4 5.4 11.6 -0.875 
4)焼失地の居住世帯数の減少 .7 13.2 32.6 37.5 6.3 9.7 -1.107 
5)住宅街の自動車通行の使 5.2 21.6 17.0 43.8 3.3 9.2 -0.830 
6)商庖衡の自動車通行の使 5.2 9.8 20.3 56.2 2.6 5.9 -1.230 
7)公園や広場の整備 15.0 41.2 19.6 15.0 2.6 6.5 +0.240 
8)街の火災に対する安全性 21.6 55.6 5.9 4.6 5.2 7.2 +0.955 
9)住宅街の歩行者専用道路 13.7 35.3 16.3 22.2 5.9 6.5 +0.023 
10)商庖衝の歩行者専用道路 12.4 28.8 17.7 32.0 3.3 5.9 -0.309 
11)日照や通風などの居住環境 15.0 51.0 15.7 10.5 3.3 4.6 +0.481 
12)日用品などの買物の利便性 21.6 47.7 13.1 10.5 2.6 4.6 +0.612 
13)高級品などの質物の利便性 17.0 45.8 11.1 9.8 7.2 9.2 +0.587 
14)駐車場の警備 10.5 30.1 30.1 20.9 4.6 3.9 -0.227 
15)総合的な商売や営業のしやすさ .7 18.3 28.8 39.2 6.5 6.5 -}.006 
16)復興した町の景観や雰囲気 8.5 35.3 26.1 21.6 2.6 5.9 -0.186 
.1. :非常に満足+2、満足+1、不満ー 1、非常に不満-2を与えて、項目毎1;:平均したもの.
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The SAKATA Blg Fire is most notorious city fire since the period of high economic growth in Japan. 
This fire was occurred in the central disrict of Sakata city located in north east Japan in 1976. The 
burnt down area reached to 22. 5ha. The households and enterprises that lost the dwelling houses， 
stores and offices numbered a thousand and three. The urban reconstruction of central district was 
promoted during two years soon after the fire by Sakata city government， Yamagata prefectural govern-
ment and Ministry of construction. However， the recovery of sufferer's livelhood had to be promoted by 
each of themselves. The investigation was enforced in 1986 by method of questionnaire which contents 
were as follows; When and how was the livelihood and business of each sufferer recoverred? What 
were necessary for the recovery? 
As the result， itis clarified that the rewcovery of people's livelihood， especially the dwellings of suf-
ferers until the reconstruction of each houses， was supported mainly by their friends and relatives and 
that the business， such as retails， in80 % of enterprises has not been recovered yet on ten years after the 
fire. 
